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       　　川口市立飯仲小学校　道徳部　　№２　　R４．１２．２３

【3年生】　『勤労、公共の精神』の学習より
ねらい　働くことは、遊んでばかりいるのとは異なるおもしろさや、喜びがあることに気づき、
　　　進んでみんなのためになる仕事をしようという意欲を高める。

～資料～　「なんにも仙人」　主題名：はたらくよろこび
　太助は、何をするわけでもなく、一日中遊び暮らして夕方になるとぼんやり家に帰り、寝ると
いう生活をしていました。ある日、なんにも仙人が現れます。太助が遊ぶ毎に仙人の体は大き
くなっていきました。そこで、近所のおじさんに仕事を手伝うように言われます。太助は、遊ん
でばかりいたので仕事をすることがかえって面白いと感じ、あくる日はもっと働きました。不思
議なことに働くと仙人の体は小さくなっていき、最後に仙人はいなくなり、米が入った壺が部屋
に転がっていました。これらのことから働くことの楽しさについて考えました。









〇遊んでばかりの毎日って？なんかつまらない

しげきがない
とても楽しい


ずっと
遊んでいたい
毎日遊んで過ごす
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〇おじさんに手伝うよう言われたときの太助の気持ちは？
・少しいやだけど、いつもと違う日になりそう。
・今まで遊んでいたから、しっかりと仕事ができるか心配だけど、仕事ができるようになったら嬉しいな。
・毎日の遊びも飽きたし、暇な時間があるからちょっとだけやってみようかな。
・仕事をする方が楽しいかも！
〇仕事をすることについて考えたこと
～児童の「道徳ノート」から～
・仕事ってけっこう楽しいんだな。仕事をしたらいいことがあるな。
・遊んでばかりいるよりも楽しく、やりがいがあって面白いと思いました。やってよかったと思えるので、自分も人のために仕事をしたいと思いました。
・仕事はつまらないと思ったけれど、遊ぶよりも楽しいな。
・人のために働くことはいいことだな。だれかのために働くと自分も嬉しい気持ちになるし、相手もありがとうの気持ちになってよいなと思いました。
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